
平成 ２１年 ３月 ２４日

平成 ２１年度 ～ 平成 ２３年度

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

経常収支比率 96.8% 98.9% 103.0% 102.3% 102.8%

医業収支比率 95.3% 96.4% 101.1% 101.1% 102.0%

給与費対医業収益比率 42.5% 43.2% 41.5% 41.8% 41.7%

病床利用率（一般病床） 90.4% 85.6% 86.0% 86.0% 86.0%

上記目標数値設定の考え方

公立病院改革プランの概要

団　　　　体　　　　名

プ　ラ　ン　の　名　称

策　　　　定　　　　日

対　　象　　期　　間

一般会計における経費負担の考
え方(繰出基準の概要）
（注）詳細は別紙添付

病 院 名

所 在 地

病 床 数

診療科目

病
院
の
現
状

公立病院として今後果たすべき役
割(概要)
（注）詳細は別紙添付

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

財務に係る数値目標（主なも
の）

（経常黒字化の目標年度：　　年度）

更なる医療の質の向上を目指し，高度医療，急性期医療に特化した病院として次の機能
を拡充していく。
①救命救急センター：平成２５年度中の開院に併せた体制の充実・強化を図る。
②地域がん診療連携拠点病院：新病院の建設に併せて緩和ケア病床の整備を検討す
る。
③災害医療：新病院の建設に併せて免震構造の採用を予定，ヘリポートの整備を行う。
④周産期医療：新病院の建設に併せてＮＩＣＵを整備，またＭＦＩＣＵの整備も検討する。
⑤臨床研修病院：研修医の積極的な確保と臨床教育の質の向上を目指す。
⑥地域医療支援病院：認定に必要な基準を満たすことを目指す。
⑦新しい診療科目の整備等：心臓血管外科や呼吸器外科など更なる医療機能の充実に
向けた整備を検討する。
⑧回復期リハビリテーション病床の整備等：病床の整備を検討する。

宮城県大崎市

大崎市民病院改革プラン

大崎市民病院本院

宮城県大崎市古川千手寺町二丁目３番１０号

４６６床（一般病床　４５２床　結核病床　８床　感染症病床　６床）

内科，循環器科，消化器科，リハビリテーション科，小児科，皮膚科，精神科，放射線科，
外科，脳神経外科，泌尿器科，整形外科，産婦人科，耳鼻咽喉科，眼科，麻酔科，形成
外科，歯科口腔外科



団体名
（病院名）

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

一日平均入院患者数 389人 382人 389人 389人 389人

一日平均外来患者数 1,015人 1,057人 1,049人 1,049人 1,049人

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙１のとおり

病床利用率の状況 １７年度 86.9% 1８年度 86.0% １９年度 84.9%

病床利用率の状況を踏
まえた病床数等の抜本
見直し、施設の増改築
計画の状況等

団体名
（病院名）

宮城県大崎市
（大崎市民病院本院）

公立病院としての医療機能に係る
数値目標（主なもの）

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

そ
の
他
の
特
記
事
項

各年度の収支計画

　本館は老朽化，狭隘化が著しく，また数次にわたる増築，併設等から施設間の動線が
長く，医療提供や療養環境の点から様々な問題が生じている。
　こうしたことから，平成２５年度中の開院を目指し，現在地を拡大して新病院を整備する
こととする。病床数は縮小する分院からの集約化を図り，現在の４６６床から５００床程度
への増床を予定している。

宮城県大崎市
（大崎市民病院本院）



（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

経営形態の現況

（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

その他特記事項

二次医療圏内の公立病院等
配置の現況

都道府県医療計画等における
今後の方向性

（該当箇所に

（該当箇所に

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

経営形態の見直し（検討）の方向
性

経営形態見直し計画の概要

討中の場合は複数可）

点
検
・
評
価
・
公
表
等

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合そ
の概要）

点検・評価の時期(毎年○月
頃等）

再
編
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

＜時　期＞ ＜内　容＞

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

＜時　期＞ ＜内　容＞

公営企業法財務適用

指定管理者制度

CheckBox2

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）



(別紙） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 10,164 10,701 11,023 11,669 11,668 11,689

(1) 9,254 9,883 10,172 10,625 10,625 10,645

(2) 910 818 851 1,044 1,043 1,044

508 409 428 527 527 527

２. 421 562 690 656 551 506

(1) 228 300 471 450 394 347

(2) 46 47 46 40 40 42

(3) 147 215 173 166 117 117

(A) 10,585 11,263 11,713 12,325 12,219 12,195

１. ｂ 10,983 11,230 11,440 11,544 11,539 11,456

(1) ｃ 4,411 4,545 4,763 4,839 4,871 4,871

(2) 3,102 3,336 3,369 3,325 3,326 3,332

(3) 2,365 2,415 2,522 2,649 2,652 2,657

(4) 1,039 897 739 673 636 542

(5) 66 37 47 58 54 54

２ 424 410 405 417 410 409

21年度

医 業 外 収 益

他会計負担金・補助金

国 ( 県 ) 補 助 金

22年度18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 23年度

収
 
 
 
 
 
 
 
 
入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

宮城県大崎市
（大崎市民病院本院）

２. 424 410 405 417 410 409

(1) 154 159 154 151 144 143

(2) 270 251 251 266 266 266

(B) 11,407 11,640 11,845 11,961 11,949 11,865

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) △ 822 △ 377 △ 132 364 270 330

１. (D) 84 104 109 109 106 106

２. (E) 83 104 102 119 117 117

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 1 0 7 △ 10 △ 11 △ 11

△ 821 △ 377 △ 125 354 259 319

(G) 797 1,174 1,299 945 686 367

(ｱ)

(ｲ)

　

(ｳ)

(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

 
 
 
 
出

医 業 外 費 用

累 積 欠 損 金

不
 
良
 
債
 
務

流 動 資 産

流 動 負 債

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当年度同意等債で未借入
(ｴ)

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

純 損 益 (C)＋(F)

経 常 収 支 比 率 ×100

不 良 債 務 比 率 ×100

差引
不 良 債 務

(ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

医 業 収 支 比 率 ×100

資 金 不 足 比 率 ×100

職員給与費対医業収益比率 ×100

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

病 床 率

102.3 103.292.8 96.8 98.9 103.0

43.4 42.5 43.2 41.5

92.5 95.3 96.4 101.1 101.1 102.0

41.8 41.7

83.5 83.586.0 84.9 82.3 83.5病 床 利 用 率



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 670 221 346 883 694 3,507

２. 653 403 200 505 482 1,311

３. 29 127

４.

５. 4 5 5 5 5

６. 13 10

７.

(a) 1,336 628 590 1,520 1,181 4,823

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 1,336 628 590 1,520 1,181 4,823

１. 711 222 416 1,311 843 4,493

２. 1,017 672 617 584 586 585

３.

４.

(B) 1,728 894 1,033 1,895 1,429 5,078

宮城県大崎市
（大崎市民病院本院）

21年度

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額
うち翌年度へ繰り越される

20年度（見込）

そ の 他

収 入 計

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他会計長期借入金返還金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

23年度22年度18年度(実績) 19年度（実績）

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 392 266 443 375 248 255

１.

２.

３.

４. 392 266 443 375 248 255

(D) 392 266 443 375 248 255

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

（　  　　　） （　  　　　） (18,000) (49,549) (50,000) (50,000)

735,524 709,369 899,779 976,540 920,378 873,592

（　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

652,539 407,360 234,132 637,481 486,404 1,315,441

（　  　　　） （　  　　　） (18,000) (49,549) (50,000) (50,000)

1,388,063 1,116,729 1,133,911 1,614,021 1,406,782 2,189,033

（注）
1

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

22年度 23年度18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度

合　　　計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

（ ）内はうち基準外繰入金額を記入すること

(単位：千円）

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

1
2 　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り
入れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。



平成 ２１年 ３月 ２４日

平成 ２１年度 ～ 平成 ２３年度

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

経常収支比率 95.6% 98.3% 100.8% 100.0% 100.8%

医業収支比率 91.4% 93.7% 97.1% 97.1% 98.0%

給与費対医業収益比率 47.8% 46.9% 45.4% 45.5% 45.3%

病床利用率（一般病床） 84.8% 81.2% 81.6% 81.6% 81.6%

病床利用率（療養病床） 78.7% 68.5% 68.4% 68.4% 68.4%

病床利用率（合計） 80.5% 76.5% 77.2% 77.2% 77.2%

上記目標数値設定の考え方

内科，循環器科，消化器科，リハビリテーション科，小児科，皮膚科，精神科，放射線科，
外科，脳神経外科，泌尿器科，整形外科，産婦人科，耳鼻咽喉科，眼科，麻酔科，形成
外科，歯科口腔外科

公立病院として今後果たすべき役
割(概要)
（注）詳細は別紙添付

（本院）
○平成２５年度中の開院を目指し現在地を拡大して５００床規模の新病院を整備する。
○県北地域の基幹病院及び市病院事業の中核病院として現行の医療体制を維持すると
ともに更なる医療の質の向上を目指し，高度医療，急性期医療に特化した病院としての
機能を拡充していくこととする。
（鳴子温泉分院，岩出山分院，鹿島台分院，田尻診療所）
○本院からの診療応援体制を強化し，患者サービスの向上に努める。
○本院の後方支援としての病床管理の連携を図り，現行の医療体制を維持していくことを
基本とする。

一般会計における経費負担の考
え方(繰出基準の概要）
（注）詳細は別紙添付

○病院の建設改良に要する経費
　建設改良費×１／２　企業債元利償還金×１／２（ただし，１４年度以前分は２／３）
○救急医療の確保に要する経費
　救命救急センターに係る収支の不足額
　救急告示病院に係る経費について特別交付税に算定された当該経費の算定額
○高度医療に要する経費
　高額医療機器（購入価格１億円以上のもの）に係る収支不足額
○不採算地区病院の運営に要する経費
　給与費，材料費，経費等の医業費用から医業収益を控除した額

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

財務に係る数値目標（主なも
の）

　大崎市民病院は，４病院１診療所の地方公営企業法全部適用の病院事業として，本院
を中核病院，分院・診療所をサテライトと位置付け，ネットワークを構築してきました。具体
的には限られた医療資源の効率的な運用を図るため，本院への検査の集約化や本院か
ら分院への診療応援などを行っており，それぞれ役割分担を明確化し４病院１診療所一
体となって経営改善に取り組んでいます。
　こうしたことから，数値目標は本院・分院・診療所ごとに設定するものの，当面病院事業
全体での経常収支の黒字化を目指すものとします。
（経常黒字化の目標年度：平成２１年度）

策　　　　定　　　　日

対　　象　　期　　間

病
院
の
現
状

病 院 名 大崎市民病院

所 在 地 宮城県大崎市古川千手寺町二丁目３番１０号

病 床 数 ８０１床（一般病床　６０７床　療養病床　１８０床　結核病床　８床　感染症病床　６床）

診療科目

（別紙４） 公立病院改革プランの概要

団　　　　体　　　　名 宮城県大崎市

プ　ラ　ン　の　名　称 大崎市民病院改革プラン



団体名
（病院名）

１９年度実績 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 備考

一日平均入院患者数 638人 612人 619人 619人 619人

一日平均外来患者数 1,503人 1,517人 1,523人 1,523人 1,523人

民間的経営手法の導入

事業規模・形態の見直し

経費削減・抑制対策

収入増加・確保対策

その他

別紙１のとおり

病床利用率の状況 １７年度 80.1% 1８年度 82.6% １９年度 80.5%

病床利用率の状況を踏
まえた病床数等の抜本
見直し、施設の増改築
計画の状況等

団体名
（病院名）

そ
の
他
の
特
記
事
項

鳴子温泉分院，岩出山分院は年々病床利用率が減少している。
このため，合併協議時における構想どおり，鳴子温泉分院は１７０床から１４０床，岩出山
分院は９５床から４０床へそれぞれ病床を縮小し，本院へ病床の集約化を図ることとする。

宮城県大崎市
（大崎市民病院）

宮城県大崎市
（大崎市民病院）

公立病院としての医療機能に係る
数値目標（主なもの）

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

数
値
目
標
達
成
に
向
け
て
の
具
体
的
な
取
組
及
び
実
施
時
期

SPD（物品・物流管理システム）の導入（平成２１年度～）

大崎市民病院本院　４６６床⇒５００床
大崎市民病院鳴子温泉分院　１７０床⇒１４０床
大崎市民病院岩出山分院　９５床⇒４０床

ジェネリック医薬品の積極的導入（平成１９年度～）
業務委託契約の一本化（平成１９年度～）

非紹介患者初診加算料の見直し（平成１９年度～）
７対１看護体制の導入（平成２１年度～）
一泊人間ドックの導入（平成２１年度～）
院内及びホームページでの広告収入（平成２１年度～）

組織機構の見直し（平成２０年度～）
目標管理制度の導入（平成２０年度～）
オーダリングシステムのフルオーダー化（平成２０年度～）
画像管理システムの導入によるフィルムレス化（平成２１年度～）
原価管理システムの導入（平成２１年度～）
独自の給与条例の制定（平成２１年度～）
電子カルテの導入（平成２３年度～）

各年度の収支計画

経営の健全化を

進める上で職員の

意識改革が最も重

要であるとして平成

２０年度から目標管

理制度を導入し，職

員自ら「利用者の視

点」「職員の視点」

「経営の視点」の３

つの観点に立って

業務目標を設定し，

その実践に取り組

んでいる。

こうしたことから，

この目標管理制度

に掲げる目標を実

践することを基本に

職員一丸となって経

営の効率化に向け

取り組むこととして

いる。



（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と。

経営形態の現況

（注）
１
２
詳細は別紙添付
具体的な計画が未定の
場合は、①検討・協議の
方向性、②検討・協議体
制、③検討・協議のスケ
ジュール、結論を取りま
とめる時期を明記するこ
と

経営形態見直し計画の概要
＜時　期＞ ＜内　容＞

　これまでの経営改善等の実績を踏まえ，地方公営企業法
全部適用の病院事業として４病院１診療所体制を継続する
ものとする。ただし，地域医療の提供体制の実態や改革プラ
ンの達成状況等の推移を今後３年間で見定め，必要に応じ
て経営形態の見直しを検討していく。

その他特記事項

点
検
・
評
価
・
公
表
等

点検・評価・公表等の体制
(委員会等を設置する場合そ
の概要）

　有識者，医療関係者，地域代表等で構成する運営評価委員会で事業全体の運営状況
の評価等と併せて改革プランの点検・評価を行い，市の広報及び等に内容を掲載し公表
する。

点検・評価の時期(毎年○月
頃等）

毎年度の決算後

（該当箇所に

討中の場合は複数可）

＜内　容＞
○民間医療機関との連携
　高度医療機器や病床の共同利用，症例検討会等の研修
の提供を図り地域医療連携ネットワークシステムを構築す
る。
○大崎医療圏における連携
　現在でも大崎市民病院から南郷病院，涌谷町国保病院へ
診療支援を行っている。今後も地域医療を取り巻く環境の変
化を見定めながら他の自治体病院との役割分担に応じた機
能分化とその有機的な連携・協力体制の在り方について必
要に応じ協議・検討していくこととする。
○県北地域における連携
　現在でも栗原中央病院や佐沼病院への診療支援を行うと
ともに，県立循環器・呼吸器病センターから診療支援を受け
るなど様々な医療機能の連携を図っている。大崎市民病院
は，大崎医療圏のみならず県北地域の基幹病院として今後
とも更なる医療機能の充実を図るとともに，再編・ネットワー
ク化に積極的に対応していくこととする

経
営
形
態
見
直
し
に
係
る
計
画

（該当箇所に

経営形態の見直し（検討）の方向
性

再
編
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化
に
係
る
計
画

二次医療圏内の公立病院等
配置の現況

病院が所在する大崎医療圏には下記の８つの公立病院等が開設されている。
大崎市民病院（４６６床），大崎市民病院鳴子温泉分院（１７０床），大崎市民病院岩出山
分院（９５床），大崎市民病院鹿島台分院（７０床），大崎市民病院田尻診療所，涌谷町国
民健康保険病院（１２１床），美里町立南郷病院（５０床），公立加美病院（９０床）

都道府県医療計画等における
今後の方向性

　「宮城県地域医療計画」では，地域医療として必要な医療の質・機能を確保し，維持・向
上させるため，二次医療圏単位又はより広域な単位で必要な医療サービスが提供される
ことを目指すとともに，病院間の機能重複を避け相互に適切な機能分担が図られるよう，
経営主体の統合や病院機能の再編成，病院・診療所間の連携体制の構築など，公立病
院等の再編・ネットワーク化を進めることとしている。

再編・ネットワーク化計画の概
要及び当該病院における対応
計画の概要

＜時　期＞

公営企業法財務適用

指定管理者制度

CheckBox2

民間譲渡

診療所化

公営企業法全部適用 地方独立行政法人

一部事務組合・広域連合

公営企業法全部適用 地方独立行政法人 指定管理者制度

老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

を記入、検

を記入）



(別紙） 団体名
（病院名）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 12,789 13,221 13,455 14,076 14,074 14,100

(1) 11,716 12,217 12,395 12,874 12,873 12,898

(2) 1,073 1,004 1,060 1,202 1,201 1,202

584 512 559 598 598 598

２. 845 1,083 1,143 1,057 920 850

(1) 628 796 900 831 743 671

(2) 46 47 46 40 40 42

(3) 171 240 197 186 137 137

(A) 13,634 14,304 14,598 15,133 14,994 14,950

１. ｂ 14,342 14,463 14,357 14,501 14,486 14,386

(1) ｃ 6,185 6,318 6,313 6,387 6,399 6,384

(2) 3,474 3,662 3,652 3,630 3,631 3,637

(3) 3,380 3,357 3,425 3,569 3,580 3,587

(4) 1,228 1,081 910 846 811 713

(5) 75 45 57 69 65 65

２ 514 497 491 505 497 498

支
 
 
 
 
 
 
 

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

そ の 他

経 常 収 益

そ の 他

医 業 外 費 用

経 費

減 価 償 却 費

収
 
 
 
 
 
 
 
 
入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

医 業 外 収 益

他会計負担金・補助金

国 ( 県 ) 補 助 金

宮城県大崎市
（大崎市民病院）

18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

２. 514 497 491 505 497 498

(1) 191 196 189 184 175 177

(2) 323 301 302 321 322 321

(B) 14,856 14,960 14,848 15,006 14,983 14,884

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) △ 1,222 △ 656 △ 250 127 11 66

１. (D) 117 131 145 138 135 135

２. (E) 121 129 132 139 132 145

特　別　損　益　(D)－(E) (F) △ 4 2 13 △ 1 3 △ 10

△ 1,226 △ 654 △ 237 126 14 56

(G) 1,212 1,866 2,103 1,977 1,963 1,907

(ｱ) 2,785 2,731 2,788 2,962 3,022 3,203

(ｲ) 2,383 2,167 1,996 1,598 1,099 900

　 1,300 1,200 1,100 700 200

(ｳ)

(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

資 金 不 足 比 率 ×100

病 床 率

不 良 債 務 比 率 ×100

医 業 収 支 比 率 ×100

職員給与費対医業収益比率 ×100

又 は 未 発 行 の 額

差引
不 良 債 務

(ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

経 常 収 支 比 率 ×100

純 損 益 (C)＋(F)

累 積 欠 損 金

不
 
良
 
債
 
務

流 動 資 産

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当年度同意等債で未借入
(ｴ)

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

 
 
 
 
出

医 業 外 費 用

100.1 100.491.8 95.6 98.3 100.8

48.4 47.8 46.9 45.4

89.2 91.4 93.7 97.1 97.1 98.0

45.5 45.3

病 床 利 用 率 77.2 77.282.6 80.5 76.5 77.2



団体名
（病院名）

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 672 250 379 938 1,017 5,390

２. 694 434 236 550 623 1,764

３. 0 0 31 144 0 0

４. 0 0 0 0 0 0

５. 3 57 105 107 108 109

６. 13 0 13 0 0 0

７. 0 0 0 0 0 0

(a) 1,382 741 764 1,739 1,748 7,263

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 1,382 741 764 1,739 1,748 7,263

１. 714 253 457 1,399 1,255 6,902

２. 1,079 771 784 761 780 784

３. 0 0 0 0 0 0

４. 0 0 0 0 0 0

(B) 1,793 1,024 1,241 2,160 2,035 7,686

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他会計長期借入金返還金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額

宮城県大崎市
（大崎市民病院）

18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

うち翌年度へ繰り越される

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

そ の 他

収 入 計

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 411 283 477 421 287 423

１. 0 0 0 0 0 0

２. 0 0 0 0 0 0

３. 0 0 0 0 0 0

４. 411 283 477 421 287 423

(D) 411 283 477 421 287 423

補てん財源不足額　(C)－(D) (E) 0 0 0 0 0 0

(E)－(F) 0 0 0 0 0 0

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(39,013) （　  　　　） (90,000) (127,746) (50,000) (50,000)

1,211,009 1,309,365 1,458,280 1,429,670 1,341,370 1,270,031

（　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

695,661 490,635 373,220 800,575 730,831 1,872,511

(39,013) （　  　　　） (90,000) (127,746) (50,000) (50,000)

1,906,670 1,800,000 1,831,500 2,230,245 2,072,201 3,142,542

（注）
1

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

合　　　計

（ ）内はうち基準外繰入金額を記入すること

(単位：千円）

18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

1
2 　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り
入れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。


